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研究成果の概要（和文）：　本研究は、日本と米国におけるポピュラー音楽系博物館等展示施設を網羅的観点から展望
し、基礎的なデータの収集を行なった。山田（2012）と山田（2013）によって、両国における展示施設の状況が、デー
タを通した比較がある程度まで可能な形でまとめられ、日米の比較から、展示施設の規模、立地特性、展示戦略などの
面における共通性と対称性が確認されたことは重要である。
　また、物象化、「可視化」の形態や過程には多様なものがあり、また、複数の様態をとる取り組みが相互に関連性も
もちながら展開されていく中で、地域興しやまちづくりに資する社会的モメンタムが生じることが、現地における観察
と聞き取りから浮き彫りになった。

研究成果の概要（英文）：This research mainly reviewed popular music theme museums in Japan and the U.S. fr
om a comprehensive viewpoint, and collected basic data about those institutions. Yamada (2012) and Yamada 
(2013) have enabled comparison between Japanese and U.S. museums upon concrete data, and have clarified si
milarity and symmetry among them.
In addition, it is observed that the forms and processes of materialization and visualization have variety
, and different aspects may often have relevance mutually and accelerate developments, forming some sort o
f social momentum which may contribute to a revitalization of local community or the city. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 本研究の着想は、研究分担者である東谷
を中心に 2007 年ころから継続的に自主的な
研究交流に取り組んできた研究グループに
よって2010年度から2012年度まで執行され
た、基盤研究（B）「ポピュラー音楽にみるロ
ーカルアイデンティティの日米比較研究」
（代表者：東谷護、課題番号 22320044）を
契機として、この研究に研究分担者として参
加していた山田と、東谷との間で重ねられた
議論から派生した問題意識に基づいている。
山田は、この基盤研究（B）の一環として、
音楽とローカリティ、ないし、ローカルアイ
デンティティをめぐる議論の中で、特に音楽
文化を物象化した施設として博物館等の展
示施設に注目し、山田（2011）：米国のポピ
ュラー音楽系博物館等展示施設にみるロー
カルアイデンティティの表出とその正統性．
人文自然科学論集，130，pp.155-187．を発
表し、おもに米国の事例に依拠しながら、ポ
ピュラー音楽を軸とする文化における地域
性が、博物館等の展示施設という形で物象化
されている状況について議論していた。 
(2) 山田はまた、1980年代以来、地域メディ
ア論を研究上の継続的な関心対象のひとつ
としており、オールド・メディアの代表格で
ある地域紙から、ケーブルテレビ、コミュニ
ティ放送、インターネット上の SN地域メデ
ィアを中心に地域文化現象の社会経済的存
立基盤をめぐって様々な議論を行なってき
た。その過程の中で、近年の各地における地
域興し、まちづくりにおける、観光事業の重
要性の高まりには注目をしており、山本・山
田（2010）：観光・ツーリズム, 経済地理学
会 編『経済地理学の成果と課題 第 VII集』
日本経済評論社（pp.116 -123）においても、
こうした観点に言及していた。 
(3) 本研究構想時点における上記 2 点の状況
は、博物館等展示施設をひとつの切り口とし
て、実証的研究と、政策提言との連動の可能
性を示唆するものであったが、そこに新たな
時限細目として「観光学」が設けられたこと
は、こうした研究への社会的要請の存在を確
信させる、時宜を得たものであった。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、ポピュラー音楽について、「ポ
ピュラー音楽は消費者を移動させる」という
側面に着目し、その観光資源としての可能性
に注目し、主としてポピュラー音楽に関わる
博物館等展示施設の現況の日米を中心とし
た国際比較と、ポピュラー音楽文化に関わる
地方行政当局や観光関係事業者などの関与
について、現地調査を含む実証的研究を行う
ものである。 
(2) また、研究対象地域、調査対象事例とし
て、日本国内各地に加え、ポピュラー音楽の
グローバルスタンダードと一般に認識され
ている米国の事案に焦点を当て、実証研究に
よって得られた知見と各種データの解析に

取り組み、その成果を基に、ポピュラー音楽
を軸に展開する地域的文化の存在を前提と
して、それを観光事業による地域振興に資す
る観光資源としての存立と活用を目指す政
策の方向性を探る。具体的な政策提言につな
がる理論的モデルの提示などを射程に入れ、
さらに、具体的な研究対象地域における政策
提言も視野に入れ、研究成果を地域に還元す
ることを目指した。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究では、日本国内および米国におい
て、何らかの博物館等展示施設が存在し、地
域的音楽文化を何らかの形で「可視化」する
取り組みがなされている調査対象地を抽出
し、現地調査を実施して、実証的なデータを
収集することに、大きな力点が置かれた。こ
の実証的なデータがあってこそ、理論的研究
に繋がるからである。現地調査においては、
施設の訪問、見学に加え、全施設を対象とし
たものではないが、可能な範囲で地域図書館
等の関連施設における資料収集、関係者への
インタビューを行なった。 
(2) 本研究による海外出張として、山田は
2011 年度に 1 回、2013 年度に 1 回、東谷は
2011 年度に 1 回、2012 年度に 1 回、2013 年
度に 1回、海外における現地調査を行い、ま
た、現地の研究者との研究交流を行なった。
具体的な訪問先は、米国カリフォルニア州、
ミネソタ州、イリノイ州、オハイオ州、ニュ
ーヨーク州、マサチューセッツ州、ニューハ
ンプシャー州などと、台湾に及び、多数の施
設見学と、関連する資料収集を行なったこと
に加え、特に重要と思われる施設や、関連組
織の関係者については、複数回にわたるイン
タビュー調査を行った。 
 日本国内における施設については、おもに
山田が現地調査を担当した。本研究による出
張として訪問した対象施設は、北は岩手県か
ら、南は沖縄県までの多数に及んだ。さらに、
本研究からの助成によらない、学会出張等の
機会や、私費負担による調査の機会なども捉
え、さらに多くの施設を訪問して考察の対象
に加えた。 
(3) 当初予定では、2011年度と2012年度で、
先進事例と考えられた米国の施設を対象と
した調査を終え、2013 年度には国内の調査に
注力し、特にケース・スタディ対象地を決定
して具体的な政策提言を目指すことを想定
していたが、山田に、申請時に想定していな
かった勤務校における緊急業務が生じるな
どしたため、2012 年度に予定された海外出張
を含む研究課題の一部は、予算とともに 2013
年度に持ち越されて執行された。 
 2012 年度に、ケース・スタディ対象地とし
て沖縄市を選び、以降は山田が集中的に現地
調査を重ねた。東谷は、地域的音楽文化                                                    
経験の「可視化」をめぐって、文献研究を重
ねるとともに、2011 年度および 2013 年度に
おいて行なった米国でのインタビュー調査



の分析と、関連事項についての調査に取り組
んでいる。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果として挙げられる内容は多
岐にわたる。その中には、本報告を作成して
いる時点で掲載が確定している論文を含め、
既に何らかの形で発表されているものもあ
るが、2014 年度以降に論文発表がずれ込む見
込みのものもある。 
(1) 本研究の成果として、まず挙げるべきな
のは、米国および日本におけるポピュラー音
楽系博物館等展示施設を網羅的観点から展
望することを可能とする、基礎的なデータの
収集がなされたという点である。必ずしも文
字通りの意味での網羅的なものではないと
はいえ、山田（2012）と山田（2013）によっ
て、日米におけるポピュラー音楽系のテーマ
を掲げる博物館等の展示施設の状況が、デー
タを通した比較がある程度まで可能な形で
まとめられたこと、また、日米の比較から、
展示施設の規模、立地特性、展示戦略などの
面における共通性と対称性が確認されたこ
とは重要である。 
 米国の展示施設が、概ねその規模に従って、
質的にも相互に異なる3類型に分類して考察
することが可能であることは、既に本研究以
前に山田（2011）において指摘していたが、
本研究による追加的知見の蓄積によって、こ
の判断は妥当なものとして確認され、日米比
較における枠組を提供した。 
 米国には、ロックの殿堂博物館、カントリ
ー音楽の殿堂博物館、グラミー博物館など、
関係業界の業界団体などを背景としてもっ
ている大規模なポピュラー音楽系博物館が
存在している。また、エルヴィス・プレスリ
ーの邸宅であり、墓所でもあるグレイスラン
ドのような、他に類例のない位置づけになる
ユニークな大規模施設も存在する。これに対
して日本には、米国の大規模施設に相当する
規模と内容を擁する施設は存在しておらず、
辛うじて古賀政男音楽博物館などが、米国の
中規模施設に準じる規模で成立しているに
過ぎないのが現状である。日本国内の展示施
設の大部分は米国の基準に準拠すれば、小規
模施設と見るべきものである。 
 また、米国の小規模施設のほとんどが、ポ
ピュラー音楽に関わる著名な個人の居宅跡、
ないし、スタジオ（跡）であるのに対し、日
本ではそのような事例は極めて稀である。日
本の小規模施設の多くは、著名な個人の記念
館の類であるが、その多くは、個人の縁故地
たる自治体に設けられてはいるものの、施設
自体は特段の縁故がその個人とあるわけで
はない場所にあり、建物も顕彰される個人と
は関係がほとんどなかったり、そもそも新設
であったりする。展示施設の立地場所やそれ
を収容する建物が、都市レベルでは縁故地と
いえるところにあっても、都市内における具
体的な場所レベルではそれにあたらないと

いう事例は、日本では小規模施設の大多数を
占めているが、米国では極めて例外的存在で
あり、アラバマ州モンゴメリのハンク・ウィ
リアムズ博物館くらいしか該当するものを
見出せない。 
 こうした展望に基づく知見の蓄積は、対象
となる諸施設についてのデータ収集が、ある
程度以上の網羅性を達成したことで可能に
なったものである。 
(2) 本研究では、展示施設をひとつの核とし
て、地域文化としてのポピュラー音楽実践が
物象化される過程を把握することが企図さ
れていたが、実際の現地調査の蓄積から明ら
かになったのは、物象化、ないし、「可視化」
の形態や過程には多様なものがあり、また、
複数の様態をとる取り組みが相互に関連性
ももちながら展開されていく中で、地域興し
やまちづくりに資する社会的モメンタムが
生じる、という普遍性を内包した過程の存在
であった。 
 地域内に散在するテーマに沿った様々な
モノを収集、展示することで地域文化として
のポピュラー音楽を「可視化」する展示施設
の機能のほかにも、地域内には多様な「可視
化」の取り組みが見出された。それは、ある
いは、東谷（2014）で検討されたように過去
の経験の「語り」をめぐって、あるいは、地
名に表象される個人名をめぐっても（山田、
学会発表①）、立ち現れてくる。 
 こうした多様な物象化の様態について、山
田（2014＝印刷中）では、「可視化」の諸側
面として捉え、 
  a) 無形物の有形化、物象化 
  b) 資料類の集成、展示 
  c) 行事等の物象化、常設展示 
  d) 常設施設における行事 
といった類型化を行い、先進地事例における
実践を踏まえた整理を提示している。 
(3) 本研究は、最終的に具体的な政策的提言
に取り組むことを研究の射程に収めている。
そのためには、日本に比べてポピュラー音楽
文化が盛んであることに加え、展示施設を含
めた地域的音楽文化をめぐる取り組みにお
いて先進的と考えられる米国の事例から学
ぶべき内容について、一般化、普遍化した形
で、知見を整理する必要があり、これに取り
組んだ。 
 山田（2013）では、「米国の事例からの示
唆」として、米国における具体的取り組み事
例を踏まえて、日本の小規模施設が学び取る
べき内容として、 
  a) 真正性の演出・可視化 
  b) 「語り部」としての役割を担うガイ 
ドの育成 

  c) 近隣の関連施設等との連携 
を挙げ、山田（2014＝印刷中）では、より一
般的な形で、観光資源化の過程における、 
  a) アクセシビリティ 
  b) アメニティとセキュリティ 
  c) 観光関連情報の供給 



の各側面の課題を指摘した。 
 こうした内容を含め、山田（2014＝印刷中）
では、地域文化の観光資源化に関する政策提
言のための理論的枠組を提示した。 
(4) 以上の成果に加え、本報告時点では成果
としてまとめられていないが、今後、発表が
予定される成果として、さらに数件の内容を
挙げることができる。 
 米国における展示施設の取り組みや、地域
的音楽文化の物象化については、重点的なイ
ンタビュー調査を行なった、ミネソタ州ヒビ
ング、ニューヨーク州ビーコン、および、同
州ベセルの事例について、東谷（2014＝印刷
中）において、モノグラフとして提示する。
特にベセルに所在するベセルウッド芸術セ
ンターの取り組みについては、展示施設とし
てユニークな位置づけと、運営方針における
確固たる姿勢に特色があり、「コレクティン
グ・ミュージアム」という概念の提示を含め、
日本の展示施設に豊かな示唆をもつ事例と
して有益な報告ができるものと考えている。 
 ケース・スタディ対象地として選択した沖
縄市における地域文化の観光資源化につい
ては、現状分析と現実的な政策の選択肢の提
言を行なう論文を準備中である。この事例研
究については、既に、地元沖縄市の行政等の
関係者や、まちづくりに関与する商店街や
NPO、継続的に修学旅行の取り組みを進めて
いる関東地方の高等学校などの関係者など
への聞き取りを実施しており、行事等への参
与観察も限定的な形ながら行なって知見を
得ており、それを踏まえた内容となるが、理
論的枠組については山田（2014＝印刷中）に
準拠するものとなる。 
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